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ごあいさつ 

   00 理  事  長  

NPO法人かごしま企業家交流協会  

吉永  一己  

  今年は兎年です。当協会が、うさぎ

の如く飛躍し繫栄するために「人・モ

ノ・地域づくり」活動に全力疾走しま

す。本年もよろしくお願いします。 

      
 理  事  

株式会社ナークシステム 

代表取締役社長  牛ノ濵  祐志  

  理  事  

日本ハードウェアー株式会社  

取締役社長  小川  慶一郎  

仕事も身体も変動に対応した  

「極める」  生き方を目標に本

年もスタートです。 

 日本も世界もまだまだ不穏な状況

ですが、新たなチャレンジを止める

ことなく続けていきましょう。 

     
 理  事  

株式会社アルプスエンジニアリング 

代表取締役社長  刀原  精  

  理  事  

株式会社浪速試錐工業所  

代表取締役  後藤  文彦  

今年は、兎年だから大いに飛躍

する年にしたいと思います。 

 サッカーワールドカップの熱気をそ

のままにブラボーな2023年にしま

しょう！  

     
 理  事  兼  大阪支部長  

デザインルーム ミネ 

代表  藤嶺  公俊  

  理  事  

有限会社夢現設計室  

代表取締役  前野敏昭  

自社製品を販売し、少しでも社

会のために貢献する年にしたい

と思います。 

 会社設立20周年の佳節の年に、

理事をさせて頂くことになりました。

生まれ故郷の鹿児島との繋がりを

大切にしていきます。 

     
 理  事  

マトヤ技研工業株式会社  

大阪営業所長  益留  亮一  

  理  事  

株式会社グリーンユーティリティー 

代表取締役  森  幸一  

更なる飛躍に向け、独自設計・

開発に努め、お客様のお役に立

てるよう応えて参ります。 

応えて参ります。 

 

 「健康的な環境」と「健全な地球」

に貢献したく、桜島のマグマのよう

に熱い想いを胸に鹿児島県のお役

に立ちたいと存じます。 

     
 理  事  

ラック産業株式会社  

取締役会長  吉川  卓伸  

  監  事  

株式会社第一電機製作所  

代表取締役社長  松木  邦守  

パラダイムチェンジ 

往先は たとえ茨の道とても 神の

与えし道なれば 喜び勇んで我

は行く―決意です 

 

 

 「持続可能」な経営体制づくりを

目指す年にしたいと思います。 
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役員からのごあいさつ 

今年も一丸となって頑張ります！  

よろしくお願いいたします。 
 



 

 

 

「よい人柄 よい腕前 よい身体」    

    鹿児島県立出水工業高等学校 

 

１ 学校の概要 

本校は，出水実業学校を前身とし，県立出水実業学校として県立移管した後，

昭和 38 年に県立出水工業高等学校と改称された,今年度創立 93 年目の北薩地

区唯一の工業高校です。 

設置学科は，電子機械科と電気科を統合した機械電気科（２学級）と，建築科（１学級）の２学科です。機械

電気科は，２年次から機械コースと電気コースに分かれて，それぞれの専門的な学習を行う学科です。 

 

２ 学校の特色 

本校は，一人一人の生徒の人間性を高め，国際社会で活躍するスペシャリストを育成する専門高校として，各

学科の特色を生かしながら学力向上と専門的な知識・技術の習得及び資格取得に努めています。 

また、人権教育は全ての教育の基本であるとの観点に基づき、人権と人格を尊重する態度を養い，これらによ

り，校訓にある「よい人柄 よい腕前 よい身体」を備えた生徒の育成に努めています。 

 このような特色を生かして毎年夏休みには「親子ものづくり教室」を開催す

るなど，ものづくりの楽しさを地域に発信しています。また，地元行事の「出

水市大産業祭」への出店や，近隣の小・中学

校への出前授業や養護学校との交流，コロナ

禍で最近は少なくなりましたが，地域行事や

公的機関主催のイベント等への参加や，ボラ

ンティアスタッフとして積極的に活動して

います。 

 部活動も盛んで，ボクシング部が全国大会，陸上部が南九州大会，木工部が

鹿児島県高校生ものづくりコンテスト「木材加工部門」最優秀賞などの好成績          

を残しています。 

 

３ 進路状況 

 本校の進路状況は，就職が約８割で進学が約２割です。就職については，

ここ数年就職内定率 100％で，求人数も年々増加しています。昨年度の就職

先は県内が約３割で県外は約７割，今年度は県内が約４割となっており，専

門性を生かせる様々な分野の企業に多くの生徒が就職しています。進学に

ついては，大学をはじめ高専への編入や職業訓練短大，各種専門学校など，

多様な上級学校に進学しています。 

 本校では早くから生徒の意欲を高めさせるために，１学年次より３年間の系

統的な進路指導計画の改善を図り，勤労観の育成や職業理解のために進路ガイダンスや就業体験学習など指導の

充実を図っています。また，難関資格取得への挑戦，部活動の活性化，生徒会活動など，様々な体験を通してキ

ャリア・アップに取り組んでいます。 

２０２３．１/  Ｎｏ．６１  

＜第６０回学校案内＞ ・・・かごしまの教育現場事情・・・ 

ものづくりコンテスト 

進路ガイダンス(１学年) 

親子ものづくり教室 

学校正門 

３ 



 

 

<第５８回市町村情報>・・・私達のまちづくり・・・ 

南さつま市 
じゃっど！ すっど！ きばっど！ 南さつま！ 

 

南さつま市長  本坊 輝雄 

                   （体はキンカン！ 魂はボンタン！ 身長は５尺１寸！） 

新年明けましておめでとうございます。 
 輝かしい新年号の発行に際しまして、ご挨拶申し上げます。 

 本市は薩摩半島の南西部に位置し、総面積は 283.59㎢で県全体の 3.1％を占めています。 

 令和２年に端を発し、世界規模で猛威をふるい続けている新型コロナウイルス感染症は未だ終息の見通

しがつかず、全国の自治体においても様々な経済対策が講じられているところでございます。この経済対

策について、本市では「きばっど商品券」と銘打ちまして、すべての市民が購入できる 10倍商品券を販売

いたしました。現在５回目の商品券が使われておりますが、その経済効果は約６億３千万円となります。 

 併せて、原油価格の上昇やウクライナ情勢による物価高騰への対策として、エネルギー関連経費高騰対

策支援事業を展開し、市内の事業者への補助金交付を行っております。 

 

                     企業誘致について、本市は平成 17年 11月の合併以降 21件 

                    の立地協定を締結しております。昨年は市としての懸案事項で 

                    もございました観光拠点施設「笠沙恵比寿」についても、日清 

                    丸紅飼料株式会社（本社：東京都中央区日本橋）に譲渡するこ 

                    とが決定しました。同社は愛知県田原市に水産研究所を有して 

                    おりますが、そこを閉鎖して本市の笠沙恵比寿跡に移転するこ 

                    とで計画が進められています。今後におきましても、既存企業 

                    の工場増設や学校跡地への企業立地が予定されており、雇用の 

増大や地域経済の活性化に大きな期待を抱いております。 

ふるさと納税につきましても多くの御寄附をいただいてお 

                    り、全国各地から温かく力強いエールを受けていることを肝に 

命じて、企業立地支援補助金の交付をはじめ、子育て支援策や 

                    健康寿命をのばすための事業促進、市民の安心な暮らしの実現 

                    のための財源として、大切に使わせていただきます。 

                     来てよか、住んでよか、働いてよかの南さつま市として、こ 

                    れからも発展してまいりたいと考えておりますので、皆様の御 

                    指導を賜りたくお願いいたします。 

                     結びになりますが、この１年が皆様にとりまして素晴らしい 

                    年になりますことを祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

 ２０２３．１/Ｎｏ．６１ 

【お問い合わせ先】 

南さつま市 産業おこし部 商工水産課 商工振興係 

  電 話：０９９３‐７６‐１６０６ 

  メール：e_shoukou@city.minamisatsuma.lg.jp 
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「まち・ひと・しごと」創生総合戦略 ・・・  ・・・動き事例① 
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基本目標１『働くなら“あいら”』 

活力ある産業を育み、安心して仕事ができる 

県央都市あいら 

① 産業振興による地域経済活性化 

② 新たな産業と多様な就労機会の創出 

③ 地域資源の地産地消の促進 

基本目標２『訪れるなら “あいら”』 

人々が行き交う魅力あふれる県央都市あいら 

 

① 地域の魅力と地域資源を生かした観光振興 

② 関係人口、交流人口の創出・拡大 

③ 広域行政など広域的な連携の推進 

基本目標３『子育てなら“あいら”』 

結婚・妊娠・出産・子育ての希望がかなう県央 

都市あいら 

① 出会い・結婚・妊娠・出産・子育てに対する 

切れ目のない支援体制の強化 

② 仕事と子育てを支える地域づくり、環境づく 

りの推進 

③ 未来を切り拓く力と郷土愛を育む地域全体に 

よる協働の子育ての推進 

基本目標４『住むなら“あいら”』 

誰もが安心していきいきと暮らし、生涯活躍できる県央

都市あいら 

① 安全で安心して暮らし続けることができる、 

持続可能なまちづくりの推進 

② いきいきと自分らしく暮らし続けることが 

できる環境づくりの推進 

③ 市民ひとりひとりが活躍し、主役となる共生 

協働の地域づくりの推進 

姶良市の目指す将来人口 
【80,000 人】 

姶良市では、令和２年度から令和 6 年度までの５年間を計画期間と

する「第 2 期姶良市総合戦略」を策定し、まち・ひと・しごとの創生

の一層の充実・強化を図っております。 

本市は、鹿児島県本土のほぼ中央に位置し、南は県都鹿児島市、東は

鹿児島空港のある霧島市と隣接しており、九州自動車道に加え JR の５

駅が立地していることから各方面へのアクセスが良好な立地に恵まれて

いることもあり、県内の市で唯一人口が増加しております。 

【問い合わせ先】〒899-5294 鹿児島県姶良市加治木町本町 253 番地 
        姶良市役所 企画政策課 ℡：0995-66-3107 mail：kikaku@city.aira.lg.jp 

資料：姶良市住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 

子どもたちが健やかに成長する
とともに、子育てに携わる誰もが安
心して子育てをすることができる
環境整備の一環として「（仮称）姶良
市子ども館」の整備を進めていま
す。（令和５年度末完成予定） 

誰もが気軽に健康づくりや生涯ス
ポーツに取り組めるよう、令和４年
４月からビーラインスポーツパーク
姶良（姶良市総合運動公園）に多目的
広場がオープンしました。 

 特徴：県内で唯一人口増  姶良市の取組事例①  姶良市の取組事例② 

 

野球場 フットボールセンター 

テニスコート 

陸上競技場 

多目的広場＆駐車場 

体育館 

子ども広場 
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「モノづくり、人づくり、地域づくり」・・・動き事例② 

かごしま企業家交流協会の賛助会員として、２５の高校・大学等が所属されています。 

この度、鹿児島県立頴娃高校の今柳田愛さんが特許取得をされました。 

又、鹿児島県で昨年 10 月に開催された全国和牛能力共進会の「特別区」に出品された鹿児島県立曽於高校

畜産食農科の生徒さん達が優等賞首席を獲得されましたので、其々ご紹介いたします。 

「液体排出装置」で特許取得          

南九州市の鹿児島県立頴娃高等学校

に在籍する機械電気科２年の今柳田

愛さんが、シャンプー等の液体を詰め

替え用パッケージからボトル容器に

簡単に移し替える装置を発明しまし

た。特許庁等が主催する令和３年度パ

テントコンテストで特許出願支援対

象となる優秀賞に選出され、昨年２月

の特許出願を経て、10月に特許を取得

しました。 

この装置は、半筒にした塩化ビニール管に詰め替え用パッケージを敷い

て、その上にらせん状の棒を乗せて、もう片方の半筒でふたをします。 

ふたを押すことで棒もパッケージに押し当てられるので、シャンプー等

の液体が流れ落ちます。そしてらせん状の棒を回転させることでパッケージ内の液体を無駄なく絞り出し

ます。 

今柳田さんは、大学に進学してものづくりの知識と技術をさらに深めたいとのこと。今後が期待されま

す。 

  全国和牛能力共進会で「特別区」で優等賞首席 

曽於市にある曽於高校畜産食農科肉用牛班が昨年

10月，鹿児島県で開催された第 12回全国和牛能力

共進会・種牛の部「特別区」（高校及び農業大学校）

に「しえな」号を出品し，優等賞首席を獲得されま

した。 

全国の 24道県から 24頭が出品された特別区は，出

品牛と生徒の取組発表を総合評価して決定された

ものです。今回の曽於高校の快挙は，今後，和牛王

国である鹿児島県の畜産を支える若者が増えるこ

とが期待されます。 

ご相談・お問合せはこちらから！ 
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＜第 47 回会員企業案内＞ ・・・私達のものづくり現場 

報告 ・・・ 
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○職場実習生（OJT）受入れ ○県内誘致企業の工場見学会 

 

 
○期間 

2022年 9 月 30 日(金) 

～10月 21日(金) 

○場所 

かごしま企業家交流協会 

本部事務局（鹿児島市） 

○参加者 1名 

 

 

 

 

〇日時 

2022年 10月 13 日(木) 

〇場所  

マトヤ技研工業㈱ 

（曽於市） 

○参加者 

市町村(賛助会員)等 12名 

〇南九州市立地企業懇話会 ○令和４年度第 2回 関西地区本社等訪問 

 〇日時   

2022年 11月 17 日(木) 

○場所  

コミュニティセンター 

川辺文化会館(南九州市) 

○参加者 40名 

 
 
 

 

 

 

 

 

〇日時  

2022年 11月 24 日（木） 

〇場所  

近畿経済産業局地域経済部 

次世代産業情報政策課 

 

○参加者  

市町村(協賛会員)等 13名 

〇令和４年度 鹿児島県企業立地懇話会 〇令和４年度第 2回 関西地区企業本社訪問 

 ○日時 

 2022 年 11月 24日(木) 

○場所 

ウエスティンホテル大阪  

(大阪市) 

○参加者  

会員企業、県、市町村等 

 
 

 

○日時 

2022年 11月 25 日（金） 

○場所  

㈱コア 関西カンパニー 

（大阪市） 

○参加者  

市町村(協賛会員)7名 

○活動内容（２２年９月～１２月主な活動実績） 

 

 

 

 

○  

○  
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